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Substantial reduction of greenhouse gas is requested to deal with the global warming issue. As 

an innovative technique to achieve it， a fuel cell vehicle (FCV) and production， storage and 

supply technologies of hydrogen， which is fuel of FCV， are the important position in the 

national policy. 

FCV， which is one of the next generation cars and considered as an ultimate clean ener幻r

vehicle， has been developed actively for practical use. Also， demonstration studies of hydrogen 

refueling stations have been executed including the metropolitan area. 

In this report， it introduces the outline of the JHFC project (Japan Hydrogen & Fuel Cell 

Demonstration Project)， which has been promoted aiming at spread start of FCV and hydrogen 

refueling stations to the average user in 2015. 
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緒言

C02大幅削減を可能にする21の革新銭術の中に、燃料電池自動車、 水素製造・
日本は、国連気候変動枠組み条約第 15回締約国会議 輸送・貯蔵技術があげられている。

(COP15)の「コペンハーゲ、ン合意」に基づき、すべての

主要国による実効性のある国際的枠組みの構築や意欲的

な目標の合意を前提として、 2020年に温室効果ガスを

1990年比25%削減するとの目標を、2010年1月に条約

事務局へ提出した。

わが国においては、運輸部門からのC02排出量が全体

の約2割、運輸部門の中でも、自動車からのC02排出量

が約9割を占めている。そのため、自動車関連産業にお

いては、更なる燃費向上と石油依存度低減による C02

削減に向けた取組みが必要となっている。
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図1. C02削減に向けたエネルギー革新技術

また経済産業省は図 1の C02大幅削減を可能にする

21項目の革新技術を打ち出しており、その中に燃料電池

自動車等の新たな環境対策車技術や、それを支える水素

製造 ・貯蔵 ・輸送技術がとりあげられている。

さらに2010年4月に公表された「次世代自動車戦略
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2010J、同じく 6月に公表された「エネルギー基本計画」

でも、燃料電池自動車及び水素ステーション等のインフ

ラ技術の必要性が強調されている。

本稿では、この燃料電池自動車及び水素インフラの実

証研究を推進している JHFCプロジェクトの全体像に

ついて述べる。

2. 燃料電池自動車と水素ステーション

2.1. 燃料電池自動車について

次世代の自動車については、 2008年 7月に閣議決定

された「低炭素社会づくり行動計画」において、 2020

年を目処に、新車販売のうち50%の割合で次世代自動車

を導入する目標があげられている。(2009年8月の見直

し後も同様)

(次世代自動車とは、ハイブリッド自動車、プラグイン・

ハイブリッド自動車、電気自動車、燃料電池自動車、ク

リーンディーゼ、ル車の合計)

運輸部門全体に関しては、石油依存度を 2030年に

80%まで低減し(現状約100%)、エネルギー効率は2030

年には現状から 30%の改善が示されている。この目標を

達成するために、バッテリー、燃料電池、クリーンディ

ーゼ、ル、バイオ燃料などの自動車技術の最適な組み合わ

せが必要である。

その中で燃料電池自動車は、省エネルギー対策、地球

温暖化防止、燃料多様化の推進を行う上での切り札であ

り、究極のクリーンエネルギー自動車と位置づ、けられ、

実現に向けて、自動車技術と並んで、水素を供給する水

素ステーションの普及・整備が急務となっている。

2.2. 燃料電池自動車と電気自動車

燃料電池自動車 (FCV: Fuel Cell Vehicle)と電気自

動車 (BEV:Battery Electric Vehicle)は、ともに自動

車排ガスからのC02排出はゼ、ロで、しかも自然エネルギ

ー、化石エネルギーとあらゆるエネルギーが利用可能で、

あり、環境面、エネルギーの多様化面で、今の内燃機関自

動車に比べて大きな将来性を有する技術である。

FCVとBEVとを比較すると、表1に示すよ うにそれ

ぞれに一長一短がある。

当面は車の構造がシンフ。ルで、インフラ(充電設備)整

備が簡単な BEVが先行して普及すると思われるが、長

E鴎住走行、燃料の充填時間など、現在普及している自動

車と遜色のない燃料電池自動車が追し、かけて市場化され、

特集

図2にイメージを示すように両方の車が機能に合わせて

共存する時代がくるのではと思われる。

表1. 燃料電池自動車(FCV)と電気自動車(BEV)

の特性比較

燃料電池自動車(FCV) 電気自動車(BEV)

航続距離 ガソリン車と同等 最新BEVで160km

充填(電)時間
水素充填時聞が短い 充電時聞が長い(数時間)

(3-5分) (急速充電でも30分程度)

排ガス 水のみ なし

2015年の一般普及に
最新BEVでは400-50

車両コスト
向け、技術開発推進中

0万円(量産化により低減
可能?)

インフラ インフラ(水素充填設備)
普通充電:既存インフラ

の整備とコスト削減必要
急速充電:順次インフラ

拡大中

.FCVIま車両サイズと航続lie畿の面において，耳元存のガソリン箪を代替できる。
・小型・短距離用途の8EVとFCVは共存して普及鉱大が可能と考えられる。

大

車両

サイズ

航続車種
長

図2. 燃料電池自動車(FCV)と電気自動車(BEV)

の棲み分け

2.3. 水素ステーションについて

水素ステーションとは、その名の通り FCVに水素を

補充・充填する設備・施設のことであり「ガソリンスタ

ンドの水素版Jと考えればイメージし易い。

水素ステーションの敷地内で水素を作る形をオンサイ

ト型、製油所・製鉄所など外部から水素を運んでくるタ

イプをオフサイト型のステーションと呼んでいる。水素

は圧縮機で35MPa(メガパスカル)(約350気圧)また

は70MPa(約 700気圧)に圧縮し、蓄圧器に一旦財識

され、ディスペンサーを介し圧力差で車に充填するとし1

う形が一般的な構成である。図3に構成要素を示す。

水素を便利に利用するためには、既存のガソリンスタ

ンドのように、水素ステーションを日本中いたるところ

に建設する必要がある。
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オフサイト

図3. 水素ステーションの構成要素

3. J H FCプロジェクトについて

冴IFCプロジェクトは2002年""'-'2005年度に第一期事

業JHFC-1が行なわれ、第二期尻町C-2は2006年よ

り開始され現在判断中であり、 2009年度からは図 4に

示すように 4団体共同で、(独)新エネルギー・ 産業技

術総合開発機構(NEDO)の助成により実行されている。

圃園盟盟盟園盟国
JiI/NIn Hydrc場制 . FIHII CellD開問帽師鋭>nProject

圃鴎

4~ -
(.)軍縮.. (Jt)白羽民自動..  実情 (附);Xンク:'7')ンヴ f鑑}田忠ガ1・・
活性4ヒセンター 橿興也・

2001)年度より参加

M1期:2002-2005年度 第2期。2006年度-2010年度

図4. JHFCプロジェクト構成

特集

た」と発表し、同普及シナリオに従い自動車側、インフ

ラ側が協力して FCVの普及に向けた基盤整備を進める

ことになり冴唖℃プロジェクトがその一翼を担っている。

図5. NEDO水素供給・利用技術のJHFC位置付け

実際に水素ステーションは図6に示すように首都圏に

8ヶ所、中部・関西3ヶ所、本年度九州に2ヶ所、日光

に1ヶ所増設され計14ヶ所で、運営されている。

JHFCはNEDOの関係プロジェクトでは水素供給・ 〆
利用技術の5事業の一角に位置づけられる。

1)大阪(2007/8)

2)関酋空港(2007/3)

3)千住(2∞3/5.70MPa:2∞8/9)
4)}II崎(2∞3/8)
5)相模原(2∞4/4)
6)霞ヶ鶴(2∞2112.70MPa:2009/2)
7)船繍(2007/6)

図5のように他の4事業の樹w開発・研究結果を受け
て、凋FCはその煽情実証を行い次のステップで、ある社

会実証を経て実用化につなげる重要な役割を担っている。

冴IFCプロジェクトは水素ステーションを建設し、

FCV等に燃料水素を実際に供給し、その車で斜董走行す

ることにより、エネルギー効率・水素供給コストなどの

検証・言判面および FCVや水素ステーションの煽情的課

題の抽出・改良、安全性の検証等を行なっている。

併せて FCVの普及に向け、技休首句な基盤整備をする

と共に環境改善効果など有夕刻生の実証を目的としている。

一方、燃料智也実用化推進協議会(FCCJ)が2008年7

月に「自動車メーカーと圏内エネルギー企業が 2015年

一般ユーザ、ーへの普及開始を目指すことで合意に達し
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8)有明(2003/5)

図6. 全国の水素ステーション
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図7. JHFCに参画している燃料電池自動車
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を促進する為の活動、 WG5では国際連携のため海外の

情報収集、 WG6では将来の地方展開の在り方を検討し

ている。

また、図7に示すように国内外の車メーカーが提供す

るFCV約60台が、上記水素ステーションで水素の供給

を受け、公道での走行試験に参加している。

これまでの累計走行E鴎佐を図8に示す。

JHFCプロジェクトでは水素ステーションの建設・運

用、FCV等への水素供給・FCV等の公道走行等により、

実データ取得・課題抽出等を行ってきた。

その成果は本水素ステーション特集の別稿で述べられ

るので、ここでは別稿以外の WG2のFCVの技術課題

に関する検討、 WG4のFCV普及に対する理解を促進す

る為の活動に絞って紹介する。

FCVの技術課題に関する検討

FCVの実走行による実証は、水素インフラ検討との2

本の柱となっており、FCVの現実の使用条件化での性能、

環境特性、車両効率などの基礎データの収集及び、フリ

ート走行により実用上の課題等を明確にすることを目的

JHFCプロジェクトの活動成果4. 

100 80 

燃料電池自動車の累計走行問佐

40 60 

走行距離(万km)

20 

図8.

実Eおよび
一級FCV

FCパス

4. 1. 

また、それに伴う累計の水素充填量を図9に示す。

実証および

一般FCV

としている。

図 11に示すように車両の燃費・車両効率は、実証初

期の車両に比べ大幅に向上し、車両効率は 2015年目標

(NEDOロードマッフ。2008)である 60%を既に達成し

ている。2005年度に測定した燃費に対し、 2008年度に

測定した燃費はトップラン寸~ーで、28.3%も向上している。

また FCVの水素消費燃費は、水素とガソリンのエネ

ルギー量からガソリン燃費に換算されている。

最新の実証登録車車両は、このガソリン等価換算燃費を

使用すると 10・15モード燃費で約32"-43km/lとし、う走

行燃費を示しており、同一車格のガソリン内燃機関自動

車に対し約2倍程度優れているということがわかる。

30 

証IFCプロジェクトの推進は、図 10に示す委員会を

組織し、課題解決に当たっている。

官o 20 

水素充填量 (ton)

累計の水素充填量図9.
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JHFCプロジェクト抱隼体制図10.

。
台上燃費

(JC08) 
台上燃費
(10・15)

FCV走行燃費結果

公道燃費

(高速道路)

公道燃費

(一般道路)

図11.

。
企画実行委員会で全体のステアリングを行い、 WG1

では水素インフラ(主に水素ステーション)に係る課題

検討、 WG2では FCVの校術品題に関する検討、 WG3

で水素ステーションと FCVの問で共通する課題(主に

充填の仕諜等)検討、 WG4ではFCV普及に対する瑚卒
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他に近年の捌f的課題の進展トヒ。ックスとしては、燃

費向上や水素貯蔵の高圧化などにより、航縄問佐がガソ

リン車並に伸長したこと、低温性能として、スタック作

動温度-30
0

Cでの始動が可能となったことなどがあげ

られる。図 12に示すとおり、これらは、実用レベルに

達していて、残る課題は車両価格，耐久性となっている。

車両価格

(数百万円)

耐久性

(15年)

水素充填時間(5kgI 3分)

図12. 技術課閉字決の進捗状況まとめ

4.2. 理解促進活動と地方実証

FCVと水素インフラへの理解を促進するために、

尻町Cでは様々な活動を行い、地方自治体との連携を踏

まえた実証研究も実施している。

(1)東京モーターショー、 FCEXPO

東京モーターショーは、 2009年 10月24日から2週

間幕張メッセにて、 FCEXPOは、 2010年3月3日か

ら3日間ビッグサイトにて開催され、必IFCもブースを

設け、展示を行った。

今回はFCVに加えて水素ディスベンサーを展示し、

車両とインフラ両面で、の理解が図れて好評で、あった。図

13、図 14に展示状況を示す。

図13. 東京モーターショー展示風景

特集

図14. FCEXPO展示風景

(2)長距離走行実証

長距離走行実証は、 FCVの技術の進歩、特に大きな特

徴である航縄問佐(満タンの燃料で走ることができる距

離)が従来のガソリン車と同等まで進化したことを広く

示す目的で行い、東京から福岡までの1，137kmを途中

2回の水素充填で完走した。図15に示す。

2009年 11月 11日に東京霞ヶ関の経済産業省にて出

発式を行った後、最新のFCV3台は9:00に出発し、

途中、愛知県、大阪府を表敬訪問し、翌12日19:40に

ゴールで、ある北九州、|水素ステーションに到着した。

またプレイベントとして、 11月10日には冴IFCの協

賛である日光水素ステーションの開所式が行なわれ、ポ

ストイベントとしては 11月 13日に、同じく♂IFCの

協賛で、ある九州、|大学水素ステーションにおいて完走式が

開催され、福岡県知事を始め多数の来賓者の祝福を受け

た。

愛知 霞ヶ関

北九州

図15. 長E鴎佐走行実証
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5. FCV・水素インフラ普及開始に向けた技術課題

これまで、の水素ステーションに関連した活動で多くの

成果が得られたが、一方では課題も明らかlこなってきて

し、る。

ここではFCCJにより示されているFCVの一般ユー

ザーへの普及目標である 2015年に向けて更に解決すべ

き課題を整理し、初期普及に繋げるために必要となる検

討を紹介する。

今後の課題整理の前提となるこれまでの成果まとめを

図16に示す。

主に35MPa車と対応ステーションの運用を中心に、

ほぼ問題のない実用性が実証され、また多くのデータか

ら効率や燃費の良さが証明されている。

一方、一昨年後半から開始された70MPa車と対応ス

テーション技術についてはまだ今後も実証が必要である。

|・r70MP.フル充楓」鎌術の実ml

図16. JHFC-2 2008年度までの成果

これらを踏まえて、図 17に今後実証すべき課題の整

理を主要な技術課題の一覧図としてまとめた。

5つのテーマ・分類ごとに2""'5項目の主な技術課題と

して表現している。例として、4番目のテーマで、ある i70

MPaJ技術の課題の一部を具体的に紹介する。

・「通信技術J: 70 MPaレベルの高圧充填で、は水素の温

度上昇が顕在化する。一方、車側容器は軽量化のため

CFRP製で耐熱温度850Cとなっており、圧力と共に

この温度をきちんとモニターする必要がある。

・i3分充填Ji -40 oCプレクーラーJ:ガソリン車並み

に急速充填すると上記温度上昇が助長される。このた

め原料水素を最大-40
o
Cレベルまで、下げることによ

特集

り、上記850Cを守りながら3分充填が可能となる。

ー-~岨~f!羽田町Iþ]屋調・

-岡町彊lmlJl協同冒il市図面底調園

.隠置臨軍司四国軍sz::::回~開問庫調置

1.直鎗圧縮発舗の実益、コストダウン
2、蓄圧鶴(70MPa>のコストダウン
3 後合軍事鵠(40MPa以上)のZ草作・実経・コストダウン
4. I量計、ai陸土木、錯付エ事のコストダウン

回目~I:;

E・E開閉冨曙1関商軍事竃
1.通信技術の実鉦
2. r3分間」充浪の:!Il1iE
3プレウールの事属医(-40.Cの実現)
4 緊急車庫脱カブラ一、弁簸など付鼠犠器の実liE
5 . 規制の見直しデ-~級集・鑓供

1.70MP .. フル究織に対応可能怠鋼材・蓄圧犠・付鵬線織のI;t作、実liE
2.70MPaフル充境対応の規制の見直しデ-1買収集.tt供

図17. 2015年までに実証すべき主要技術課題

6. 活動まとめと今後の方針

6.1. 2∞9年度までの活動のまとめ
結果を以下の4つの大きなポイントにまとめた。3つ

目の70MPaの新たな課題とは前述の「通信充填Jや「直

接充填技術」関係の項目が代表例である。

(1) JHFCではi2015年の普及開始」シナリオに向けて、

FCV・インフラ関連技術の実証を着実に計画通り進

めている。

(2) i商用インフラモデル」、「規制・法規の見直し」等の

強化した面での検討も確実に進めた。

(3) 70MPa車の実証を進める中で、新たな課題が認識さ

れ、更なる技術開発や実証の必要性を確認した。

(4) FCVの燃費の更なる向上を示した。加えてi1100km

長E鴎佐走行」実証によりガソリン車同等の実用航移し距

離を証明した。

6.2. 2010年度の取り組み方針

冴fFC-2最終年度である 2010年度は9年間のJHFC

事業全体の最終年度でもあり、これまでの成果の総括を

行うことになる。

また 2010年度末には、 2009年度末に開催された

JHFCセミナー(JHFCの年次活動報告会)を国際化した

「国際JHFCセミナー」等を開催し、 JHFC総括の年に

ふさわしい国内外へのアピールを行う。

さらに新たに必要となった技術課題で、ある「通信や直

接充填方式」等の検討を進める一方、 2009年度に主な項
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目を整理した「普及開始に向けた技令撤題検討」、「規制

見直し」等の道筋を明示し、 2015年の普及開始につな

げる。

7. 終わりに

本稿は第8回冴fFCセミナー(2010年3月2日開催)の活

動報告等をまとめたものである。 (詳細資料はウェブサ

イトに公開されているので、参考にされたい。) [lJ 

また、当日は尻町Cの企画実行委員長である石谷東大

名誉教授の基調講演にて、最新のFCV.水素インフラの

普及シナリオ(FCCJにより2010年3月作成)が開示され

たので図18に紹介する。

2010年3月新シナリオ図

図18. 燃料電池自動車 (FCV)、及び水素インフ

ラの普及シナリオ

本検討は、独立行政j去人新エネルギー・産業技術総合

開発機構 (NEDO)の助成事業である「燃料電池システ

ム等実証研究(♂fFC)J事業の成果を活用しとりまとめ

たものである。本検討に対しご支援ご指導をいただし、た

多くの機関・有識者の方々に謝意を表する。
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